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B。ff，　II［O」eBort の 間宮林蔵批判 に つ い ぞ

高　　野 明

自

　〔は じ め に〕

　BPO （Bce・・1・・H・e　r… p・φ・・e… e　・6ulecTB・）所属 の 6．　n ．　n・… 。Vl　 ViZ，
1958年以降 ， サ ハ リ ン お よび 17〜19世 紀に お け る極東地域の ロ シ ヤ 人の 活動に

つ い て 諸論文を発表 して い る 。
〔2｝実証的で 精緻な業績が多 く， 注 目すぺ ぎ研究

者の ひ とりで あ るが ， と くに 1968年に
， 科学 ア カ デ ミ ヤ地理 学協会東洋委員会

編集の 論文集 『東洋の 諸国 と諸民族』 第 6分冊に 発表 した 論致 「タ タ ール 海峡

発見の 歴史に 寄せ て 」
− KHcTopau 　oTKpb 【T 朋 TaTapcKoro　npo 朋 Ba ．《AH

CCCP ・「OCCCP ・B・cT・・Ha ・ K・Mxcc 朋 ・− C・p・Hbl … Hap ・nbr　B・cT … 》
BblM

　VI ，　M ．
，
1968，　 cTp ，68− 85．は ，原文18頁，脚注 90項 目の 野心的な労f乍

で ある 。 ポ レ ヴ ォ
ーイ は ， こ の 論文に お い て ，1808〜1809年 （文化 5〜 6年）

に お ける松 田伝十郎 ・間宮林蔵の サ ・・ リン 探検 と，1849年 （嘉永 2 年） の 海軍
士 官 reHHanHti　HBaHoBHq　HeBe ∬bcKoti に よる海峡発見 に 論及 し， そ の 歴史

的意義を認め なが らも， ロ シ ヤ 人 はす で に 17世紀 に サ ハ リ ン が 独立 した 島で あ

る こ とを知 っ て い た し，海峡 の 存在 も認知 して い た か ら，従 っ て ， 間宮林蔵が

最初 の 海峡発見者で あ り， また ， ネ ヴ ェ リス コ イが ロ シ ヤ 人 として 最初 の 海峡
発見者 で ある とい う定説は 成立 しな い と の 結論に 達 して い る 。 ポ レ ヴ ォ

ーイ は ，
幾多の史実を列挙 して ， 間宮林蔵 の 発見が先駆的意義を もつ もの で ある こ とを

否定 して い るが ， そ の 方法 論 に は 疑義が ある の で ， あえて 問題提起を行な い
，

識者の 判断に委ね た い と考え る次第で あ る
。

L 　ポ レヴ ォ
ーイ の 反 論の 展開

　タ タ ール 海峡 とは ，現在 ソ 連領の サ ハ リ ン 島西岸に お よぶ 広汎 な海峡 の 呼称
で あ っ て ，い わ ゆ るネ ヴ ＝ リ ス コ イ海峡 （間宮海峡）をふ くむ地 理的名称で あ

る。 日本の 文献 で は ， タ タ ール 海峡すなわ ち間宮海峡 とみ なす説が ある が
， 事

実上 は 別 々 に 存在 して い る 。
ポ レ ヴ ォ ーイが ， 「ネ ヴ ェ リス ＝ イ海峡」

f3）とは い
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わずに ，
「タ タ ール 海峡」 とい う広い 地域 に わた る地名を 冒頭 に 掲げ て い る意

図は ，17〜18世紀に お ける ロ シ ヤ人 の 幅広 い 活勁 の 舞台を設定 し て ，そ の 先駆

的意義を定着 した い とい う発想に もとつ くの で は な い だ ろ うか ？

　ポ レ ヴ ォ ーイ論文の反論 の 方法に つ い て の べ る 前 に ，周知 の こ とな が ら間宮

海峡 の 名が 広 く世界に知 られ る よ うに な っ た動機に つ い て確認 し．て お きた い
。

間宮林蔵の 詳細 な伝 記 を執筆された 洞富雄博士 の 言葉を借 りる な ら ば ， 「間宮

海峡一
こ れ は ，外国人が描 い た 世界地図の 上 に ，日本人が そ の 発見者 と し て

示 されて い るた だ ひ とつ の地点の 名で ある 。1｛4［すなわ ち ，1809年 （文化 6 年 5

月 12日）に 間宮林蔵 の 踏査 に よ っ て，樺太が離島として確認 され，そ の 実測地

図が作成され た 。
こ の林蔵 の 地図 に もと つ い て ，幕府 天文方 の 高橋 作 左衛門

（景保）が 同年に 作図 した 『日本辺界要図』 の コ ピ イ が ， 後年 ドイ ツ の 高名な

医 師 ・植物学者 ・日本研究者 ジーボ ル ド （オ ラ ン ダ語の 発 音で シ ーボ ル ト）

Phi工ipp　Franz　von 　 Siebold
，
1796− 1866． に ょ っ て ， 大著 『日本』 Nippon ．

Archiv　zur 　Beschreibung　von 　Japan　und 　dessen　Neben−und 　Schutzlandern

Jezo　mit 　den　sUdlichen 　Kurilen，　Sachalin，　Korea　und 　den　Liukiu　Inseln．

Leiden
，
1832− 52．の 第 1分冊 に 翻訳 図 と し て 提載 され，　 str．　Mamia （seto ）

1808．と記録され た の で ある 。
［51 しか し，ポ レ ヴ ォ

ーイ は ，これ ら の 史実を 興

味ある事実 と認め なが ら も，間宮海峡が ， 林蔵 に よ る最初の発見で あ る とい う

こ とは ， 絶対に認め えない と強調 して 反論 の 口 火を切 っ て い る
。

ポ レ ヴ ォ
ーイ

は ， 反証の根拠 として ，まず東洋学者 皿HMHTP 曲 M ，Ho3皿HeeB の 代表的著述

『日露関係北 日本史料』 IVIaTepliaabl　 no ｝lcTopHH 　 ceBepHoth 　 finoHHH　 M　 ee

oTHollleHliVl 　K　MaTepHKy 　A3HH．　T．2，　i’loKoxaMa，1909． な らび に ，　ドイ ツ の

地図作成史家 L．S．　Bagrow の 論文 「ア ム ール 河，タ タ ール 海峡お よ び サ ハ リ

ン 島発見の 先鞭」
− Die　Prioritat　der　Entdeckung　der　Amur

，
　des　 Tata・

rischen 　Gelfs　 und 　 Insel　 Sachalin．《Yamato ； Zeitschrift　 der　 deutsch−

japanischen　Gesellschaft．　Heft　2− 3，
　 Berlin

，
1931．を 引用 して い る 。 すな

わ ち，ポ ズ ドネ ーエ フ 教授は ，タ タ
ール 海峡 の 存在は ，間宮林蔵 の 探検以前に

地理学者た ち に知 られ て い た は ず で あ 9）　
，

こ れを立証する十分 に 必要な 資料を

再検討すべ きで ある と研究者た ち に ア ッ ピ ール した ，との べ て い る
。 さ らに ，

バ グ ロ ウ の 論文で は ， すで に 17世紀に お い て タ タ ール 海峡の 存在 が ロ シ ヤ人 に

よ っ て 知 られて い る以上 ， そ の 発見を 19世紀 とみ なす こ とは不可能で あ る と指

摘 して い る との べ ， つ ぎの よ うな史実を列挙 して い る。 （便宜上，編年誌的icee

約し てみ た 。一筆者）
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1

L 　 サ ハ リン に お け る考古学的調査 に よ っ て ，サ ハ リ ン の 文化 と ア ム ー
ル 沿岸

　の 文化 との 問に は
， 古代か ら密接な関係が存在 した こ とが， P．　B．　Ko3blpeBa

　そ の 他 の 研究に よ っ て 明白で ある 。
［6）

　　従 っ て ， タ タ ー
ル 海峡沿岸の 諸地 域 （1

’
IOPO61i

，
　B レiaXTy

，　TaHru，　tMrazia ，　nyH

　そ の 他）に は
，

ア ム ール 河下流の 諸民族 （HHBXH ，
　 HaH 曲

，
　 llayp，∂BeHK レ1 そ

　の 他）が居住 し て ，サ ハ リ ン 島 と海峡の 存在を知 っ て い た こ とは 疑 念の余地

　が ない
。

　　A．Φ．MH 皿neHnoplp の 旅行記 に よれば，オ ホ ーツ ク沿岸 の エ ヴ ェ ン キ族 は
，

　サ ハ リン 島を 《OCTPOB　fiHKYP》と呼ん で い た 。

17〕

2。　 卩 シ ヤ人 と し て最初に ア ム ール 河 口 に達 した IdBaH　K）PbeBHg　MoCKBHTnH

　の 遠征 メ ン バ ーは ， 1640年に ニ ヴ ェ ン 族 （SBeH ）か ら 河 口 付近に 「ギ リ ャ

　ーク 汗 の 島 々 」 《OcTpoBa　rHn ”TllKon 　opAbl 》が存在す る情報を聞知 して い

　る 。
こ れ らの 島 々 の 中で 最大 の サ ハ リ ン 島は ，《m 册 丁》 と呼 ばれ て い た 調

　オ ホ ーツ ク沿岸の エ ヴ ＝ン キ 族 も，サ ハ リ ン が島で あ り ， 海峡 の 存在を知 っ

　て い た 。 同 じ く164G年 に ，モ ス ク ヴ ィ
ーチ ン ー行は ，長 さ 8 サ ージ ェ ン の 皮

　舟で ア ム ール 河 口 に達 し ， 「鬚の 濃い人 び と」
一

南サ ハ リ ン の ア イ ヌ ー
の

　存在を知 っ た 。 彼 ら は ，交易 の ため に舟 で オ ム ール （ア ム ー
ル ）河 へ や っ て

　くる こ とが判明 して い るの で ，当然 タ タ ール 海峡 の 存在は ， ア ム ール 河沿岸

．の 住民たち に知 られて い た はず で ある 。

〔9［

3． 1642年 ，
レ ナ 河地方出身の地図1乍成者 Kyp6aT　HBa｝IoB 作成 の 地 図 に は ，

　モ ス ク ヴ ィ
ー

チ ン の 仲間 丑MHTP 醐 ｝〈OfibMOB ら の レ ナ ，バ イ カ ル ， オ ホ ー

　ツ ク 沿岸の 調査 の 成果 が反映 し て い る 。 ま た 17世紀 50年代に も， ア ム ー
ル 地

　方 の コ サ ッ ク たち に よ っ て 同様 の 地 図が 作成 され，すで に サ ハ リ ン 島と海峡

　の 存在を知 っ て い た こ とを証明 し て い る
。 また ， 1645年 11月 9 日， BaCMnHA

　瓜aH ”」 OBHq ロo即 KOB の 遠征隊 も ， ヤ ク
ーツ ク で サ ハ リ ン 島の 情報を入 手 し ，

　 「ア ム ール 河 口 の 入江に 島が あ り，こ の 島に は 24の 部落が あ り，ギ リ ャ ーク

　や ， ユ ル ト （ll⊃PT）が ，50人乃 至 100人ずつ 居住 して い る1t「°［と記録 して い る 。

　「ア ム ール 河 口 か らギ リヤ ーク 人の 島ま で完全に 結氷す る」
囘 ともの べ て い る 。

　ロ シ ヤ の コ サ ッ ク た ち ぽ ， 南サ ハ リ ン の ア イ ヌ 人の こ と を 《Kye 》
12｝と呼ん

　で い た
。

4． 1652年に は ， ポ ヤ ル ＝ ・・一フ の 支隊 MBaH 　HarH6a の一
行 が ア ム ール 河下流
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に 滞在 して い た頃 ， 彼 らは 始め て 《Mecco》（蝦夷）島沿岸 に 《qPl｝iceM 》 （日

本人）  が存在す る こ とを知 っ た 。 こ れ は ， 9 タ ール 海峡を航海 し た 《HHBX 》

（ギ リヤ ー
ク 人 の 古称）か ら得た情報 と考え られ る c

5， 1655〜 56年， タ タール 海峡沿岸で越冬 した 卩 シ ヤ 人，OHyφpu” CTenaHoB

　Ky3HeU・ Φe双oP 　ny皿 HH ・ 1］eTP 　BeKeToB ら600人は ，　 TayHcK 曲 ， 江yTMblT，

　cKH 勇，　 qara雌 HcK 舶 ，从 araH3HcK 磁 な どの 部落を歴訪 した 。
　 B．0 ．皿oJrHx

　の 論文に よれば，TayHCK曲 とは現在の ギ リヤ ーク部落 《TaHrn》， 」［CyTMblT・

　CK 雌 とは
，

サ ハ リ ン 島 の 耳ys （ド ゥ
エ ）で ある 。 従 っ て ，ロ シ ヤ 人 が ，タ

　 タ ール 海峡の 最狭部を知 っ て い た こ とは 明白である 。

圖

6．　以上 の ほ か に ， 1670年代 の 有名な HHi〈onava 　FaBpPmoB ｝lq　CHaΦap磁 の 手

　記 『大河 ア ム ー
ル の 物語 《CKa3aHHe　o　BenHKoli 　peKe　AMype ．》や ，　 C．瓜e・

　nHBpoH の 《noUHfi　ceBepo −3ana 八HQ 且 qacT 胚 BocToqHoro　 oKeaHa ．》 q．1
，

　Cfi6．，1901．な どに ょ っ て も，17世 紀 に お け る ロ シ ヤ 人 の タ タ ール 海峡 に 閧

　する知見を証明す る こ とが で きる 。

2．　 日本 ・中国におけ る カラ フ ト島

　ポ レ ヴ ォ
ーイ は ，上 述の ような史実に もとつ い て ，17世紀に お け る 卩 シ ヤ

人の 活動に よ っ て ， サ ハ リソ 島 と海峡の 存在は 十 分に 確認され た と論 述 し ，

CeMeH 　ynbHHoBuq 　PeMe30B，1642− noc 」e　1720．の 地 図lthctsや ，
　N．　C．　Witsen

（H ．K．　BvaTceH）の 地図 （1687）｛1q に もサ ハリ ン が島 として記録され て い る と力

説 し て い る 。 た しか に
，

ロ シ ヤ 人 た ち が サ ハ リ ン 島に つ い て 知 っ て い た は 否定

しない が ， しか し ， ポ レ ヴ ォ
ーイ の よ うな論法で い えば ，日本人や 中国人 も ，

同様に カ ラ フ ト島をず っ と昔 か ら知 っ て い たわけ で ある。 中国人 に つ い て 言え

ば，すで に唐代の 貞観14年 （西暦 640） に 王子可也余志 （可 也余莫） を 使節 と

して 唐に朝貢 した流鬼国は ， 白鳥庫吉博土 の 考証に よれば，ギ リヤ ー
ク 人 が樺

太の ア イ ヌ 人を 呼称 した Laer−kuye，ある い は Laer・kughiの 音訳 と考え られ

て い る 。 サ ハ リ ソ 島 （樺太）は ，唐太，唐子と も書か れ て お り， 唐代の影響を

無視する わ けに は い か ない 。

Cln　 H本人に つ い て言えば ， 『松前志』 （天明元年序

・1781）の 記録に ，松前領主蠣崎公広は ，寛永12年 （1635） に 家臣佐藤嘉茂左

衛門 と蠣崎蔵人を樺太島め くつ に派遣 した こ と が見え る 。 両人は ，ウ ッ シ ャ ム

（白主 付近）ecva っ た だ けとい わ れ る が，翌年さ らに派遣 された 甲道庄左 衛門

〜
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し

は ，ウ ッ シ ャ ム で 越冬 し，翌春 タ ラ イ カ湖畔に 至 っ た とされ て い る 。
［19 ま た ，

正保元年 （1644）に ，松前藩が幕府 に 提出 した 『正保御国絵図』 に は ，は じ め

て 「か らと島」 と して 独立 した 島が描か れ ， そ の 後元禄 13 年 （1700）提出の

『元禄御国絵図』 に も，「か らと島」 お よび 21 ヵ 所 の 地名 が記 入 され て い る 。
麟

しか し，わずか に 北緯 50度 ぐらい まで しか 達 しなか っ た と推察 され る こ れ らの

「絵図 」がは た し て 「地 図」 とい える か ど うか は 別問題で あ り，地名の 多 くも

ア イ ヌ 人な どか ら の 聞書きで あろ うとお もわ れ る。 しか も， こ れ ら の 絵図は幕

府 の掌中に あ っ て ，外国人に も日本国内に も知 られ て い なか っ た は ずで ある か

ら17世 紀か ら18世紀 に か けて の 日本人の 樺太に た い する認識は ，きわ め て 稀薄

で あ っ た で あろ う。
ポ レ ヴ ォ

ーイ の 論文で は ， 考古学上 の 発掘品を引合い に 出

し て い る が ， ア ム ール 沿岸や サ ハ リ ン 島の原住民た ち が，独立 した 島で あ る こ

とを知 っ て い た の は 当然で あ り， こ うした論法で い えば，い か な る地 理発見史

も成立 す る は ずは な い
。 従 っ て ，

P シ ヤ の ＝ サ ッ ク たち が
， た とえ幾度か の 遠

征に よ っ て サ ハ リ ン 島の 存在を知 っ て い た と して も，そ の 史実が広 く内外に 客

観的事実と して通用 し ， 認識 され て い なか っ たな らば ， それ は やは り 「限 られ

た 冒検者 の 知見」 に す ぎず，真理 と し て定着 し て い た とは 断定で きない
。 筆者

は， ロ シ ヤ人 の活動が世界地理発見史上 に果た し た偉大な実績を認め る の に ゃ

ぶ さ か で はな い が，間宮林蔵や ネ ヴ ェ リス ＝ イ の 探検 も， それぞれの 時代に お

い て ，各 々 の 国家 の 科学的発展に 画期的な貢献を もた ら した 発見 として 独立 し

た意義がある と考え ざるを えな い の で あ る。

　周知 の よ うに ， オ ラ ソ ダ東イ ン ド会社の 航海土 Maerten 　Gerritsen　de　Vrles

と Hendrick　Corneliez　Schaep に よ る 1643年の 金銀島探 検 は
， 濃霧 の た め

エ ト P フ ・ウ ル
ッ プ両島を誤認 し て ，State　Land

，
　Compagnies　Land と命名

し，北方海域に おける 知識 の 混乱を もた ら した 。 しか し， ド ・フ リース の 報告

書に よ っ て北緯40〜 50度付近の 南千島付近は ， は じめ て ヨ ーロ
ッ

パ の 関心を集

め る に 至 っ た 。
  既述 の ウ ィ トゼ ン の 地図に も， ド ・

フ リー
ス の影響に よ っ て，

Terre　 de　 la　Compagnie ，
　 Isle　des　Etats両島が描か れ て い る。

　一方，中国 に お い て は ，清の 康熙48年 （1709） に ，康煕帝 の 命 に よ っ て フ ラ

ン ス 人耶蘇会± R6gis
，
　Jartoux，　Fridelliらが黒竜江 口 に 至 り，河 口 の 海中に

サ ハ リヤ ン ・ ウ ラ ・ア ン ガ ・ハ タ （黒竜江 口 峯） と呼 ばれ る島の 存在を原住民

か ら聞 い た が ，実測は行な わな い まま に ，北緯50度近辺 に 離島を描 い た とさ

れ て い る。
サ ハ リ ン の 語源は 明白で は な い が ，

一説に は ， 黒竜江を意昧する

満洲 （粛慎）語 の 「サ ガ リ ソ ウ ラ 」 に 由来する とい われ る 。
凶 いずれ に せ よ，
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Sakhalin（英），　 Sakhaline（仏），
　 Sachalin（独），　 Caxa朋 H （露） 以外に も，

Sahalien，　Sag1　alien ，　Sagalien，　Sachalien，　Saghalinな どさまざま な表記が

泰西の 書 ・地 図に 残 され て い る 。
フ ラ ン ス の 地理学者 M ．　D ，Anvilleは

， 前述

の フ ラ ン ス 人耶蘇会土 か ら送 られた地図を基 として ，多 くの 中国 ・韃靼国を作

成 して い るが ，J．　B．　Du 　Halde の r中国誌』
− Description　960graphique ，

historique
，
　chronologique ，

　politique　et　physique　de　rEmp1re　de　Ia　Chine

et　de　la　Tartarie　Chilloise．　Paris，1735．所収の 地図 （1732）に は ， 樺太島

が 「く」 の 字形 に 描か れ ，
SAGHALIEN 　ANGA 　HATA と記録 され て い る 。

しか し ， JESOGASIMA （北海道）と サ ハ リ ン 島 と の 間に 大 きな TERRE ．・…・

D ’ESO （蝦夷大陸）が描か れて い て ， デ ・フ リー
ス の 影響に よ る もの とお もわ

れ る が ，離島 と し て 描か れ て い る 点 に 進歩が見 られ る
。

こ の ダ ン ヴ ィ
ユ の 地 図

は ，1752年版 （Teleki 版）で は ， 上 記 の TERRE ＿＿ D ’ESO が 消え て ，サ

ハ リ ン 島 の 名 も，SAHALIEN −ULA 　HATA と変 っ て記入 されて い る 。

？o なお，

ポ レ ヴ ォ
ー

イ は ， フ ラ ン ス 人耶蘇会土の 探検に よ るサ ハ リ ン 島の 地 図の 影響が

1745年 の AI〈afleM ｝luecKHia 　aT” ac　Pocc揃 cKo 最 lir　mep ｝IH に 明白に 見 ら れ る こ

とを認め て い る。
pm こ の こ と は ， 18 世紀半ばに お い て も，

ロ シ ヤ人が ， ヨ
ー

ロ

ッ
パ の 地 図 に 依存 し て い た事実を示 し，それ以前の ロ シ ヤ 人の 活動 も，地理学

史上 に お い て は ，ま だ決定的な役割を果た しえな か っ た こ とを物語 っ て い る 。

HBaH　K ｝lpPmoB の KapTa　PoccHH （1733）に も， 依然 と し て ド フ リース や ，

ダ ン ヴ ィ
ユ の 地図 の 影響が認め られ る

。
pm

3． 仏 ・英 ・露の三 大航海士の サ ハ リン探検 と間宮林蔵に よる海峡発見

　18世紀末か ら19世紀初頭に かけ て行なわれ た ， J．　F．　G ．　de　Ia　P6rouse，　 Wil・

Iia皿 R ．　Broughton，　HBaH ΦeAopoBHq 　Kpy3eHlllTepH の 三 大航海土 の サ ハ リ

ン 沿岸探検が ， 従来は単純素朴 に 島 と考え られ て い た サ ハ リ ン を半島と し て み

なす結果を招来 した こ とは周 知 の 通 りで あるが，そ の 経緯を簡単に の べ て お き

た い
。

　まず ，
フ ラ ソ ス の ラ ・ペ ル ーズ は ， 1786年に 国王 ル イ 16世 の 命に よ っ て 世界

周 航 の 途 に つ い た 。 翌年 ， 黄海か ら 日本 海 に 入 っ た ラ ・ペ ル ーズ は ，タ タ ール

沿岸を北上 し て サ ハ リ ン 対岸 に 達 し，大陸 とサ ハ リン 西岸を望む地点 ま で 北進

したが ， 水深が浅 くな り潮流 も認め なか っ た の で ，
つ い に 海峡を発見せず ， 宗

谷海峡か らオ ホ ーツ ク 海 へ 抜 けて し ま っ た 。 しか し ， 彼は ， サ ハ リ ン が半 島 で
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あ る と断定 した わけで は な く， 海峡が あるか も知れ な い と考 え て い た の で ある 。

そ の 後 10年を経て ，1797年に ，今度は イギ リス の ブ Pt　一 トン が，津軽海峡か ら

日本海 へ 出て 北上 し，
サ ハ リ ン 西岸に 向か っ た 。 彼は ，ラ ・ペ ル ーズ が達 し た

ブーチ ン 岬 よ りもさ らに 8 マ イ ル ほ ど北 の 北緯 51度45分 7秒 まで 進ん だが ，や

は り海水の 凪い だ湾を発見 して チ ャ ッ ブ湾 と名づ け ， その 奥部を調査せ ず に 引

返 し，沿海州を南に 下 っ て 香港へ 帰航 した 。 19世紀初頭 の 1804年 ，
ロ シ ヤ の 最

初の 世界周 航を敢行 した エ ス ト ニ ヤ生 まれ の海軍土 官 ク ル
ーゼ ン シ ＝ テ ル ン は ，

第 2 回遣 日使節の HHKoaail 「leTpoBHu　Pe3aHoBと仙台石巻出身漂流民津太夫
一行を乗 せ て 長崎に 入港 した 。 し か し ， 漂流民を 送還 して 臼本 と通商条約を締

結 しよ うと した レ ザ ーノ ブ の夢は 無残に も破れ果て， 痛憤や る方 の な い レ ザ

ーノ フ は ，つ い に 腹心 の 部下 HHKo ∬ aFi　 A 丑eKcaHApoBHII 　 XBocToB 大尉 と ，

raBpHn　MBaHoBHu 瓜aBblnoB 少尉 をそそ の か して ，文化 3年 （1806） に サ ハ

リ ン 南岸ア ニ ワ 湾 の 日本 人部 落を急襲させ た の である 。 さ らに ，翌 1807年に も，

エ 1・ロ フ 島 ， 礼文島，利尻島の 各地 で暴挙をは た らき，い わゆる フ ヴ ォ ス トフ

事件 （蝦夷地乱妨 ・丁卯 の 変）を 惹きお こ した 。
こ れが 契機 と な っ て 幕府 の 北

方警備が強化 され ， 文化 5年 か ら 6年に か けて の 松田伝十郎，間宮林蔵 の 樺太

探検が行 なわれ たわ げで ある 。
la1ク ル ーゼ ン シ ュ テ ル ン 自身は ，

レ ザ ーノ ブ の

対 日報復 に は 全 く無関係で あ っ た が ， 世界周 航の 壮挙を め ざして サ ハ リ ン 東岸

を北上 し，サ ・・リ ン 最北端を回航 して南下 し ， 1805年に 間宮海峡の 北端 に あた

る ゴ ロ ヴ ァ チ ェ フ 岬 と大陸側の ロ ン ベ ル グ 岬と の 間に 到達 した 。 しか し，水深

の 関係か ら本船 で は 航行不 可 能とな り，
ロ ン ベ ル グ大尉に ボ ー トで 探索 させ た

が ，それ も十分 に は完遂で きな い まま ， 海水で な くて 淡水が存在 した こ とを確

認 し て 引返 し て し ま っ た 。

OS ク ル ーゼ ン シ ュテ ル ン は
， 黒竜江河 口 の清国 警備

艇 との 紛争を警戒 し て カ ム チ ャ ツ カ へ 帰航 したが ，その 後広東 で ブ Pt　一 ト ン の

航海記を読み，い よい よ カ ラ フ ト半島説に 自信を抱 くよ うに な っ た 。
ポ レ ヴ ォ

ーイ も， こ の 間 の 経 緯に ふ れ て 卩 シ ヤ に お い て カ ラ フ トが 半島と し て 描か れ る

ように な っ た の は ， ク ル ーゼ ン シ ＝ テ ル ン の 航海以後 の こ とで あ ると の べ て い

る 。
an

　 こ うし た 地理学上 の 混乱 は ，当然 日本に も波及 した 。 すで に 1792年 （寛政 4

年）に 伊勢国漂流 罠大 黒屋光太 夫を護送 し て 根室に 来航 し た 第 1 回 遣 日 使節

AnaM 　KHpHnnoBHq 　JIaKcMaH に よっ て 鎖国 の 扉を叩かれて 以降 ， 幕閣 は もと

よ り， 日本思 想界に も動揺の兆が見 え て きた の で ある 。 蘭学者桂川 甫周 は
， 伊

勢漂流民 の 口 述に もとつ く 『北槎聞略』を編み ， また 同じ く蘭学者大 槻玄沢 も
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志村弘強 とともに 仙台漂流民の 見聞を基 に 『環海異聞』を 著わ して強豪 卩 シ ヤ

の 形勢を上 申 した 。 長崎
一港主 義で オ ラ ン ダ と交 易 してい るだけ で は もはやす

ま され な い 世 界史 の 転換期 に さ しか か っ て い た の で あ る 。
ヨ ー

ロ ッ
パ で は フ ラ

ソ ス 革命の 火の 手が上 り， 英 ・米の 産業資本主義の 嵐は，太平洋の 波涛を越え

て ア ジ ヤ を席捲 し よ うと迫 りつ つ あ っ た 。 従来東ア ジ ヤ に 支配的 な力を揮 っ て

い た オ ラ ン ダ東イ ソ ド会社に 代わ っ て ， ロ シ ヤ もア ラ ス カ に本拠を構えた 露領

ア メ リ カ 会社 を拡張 して中国 ・日本 を ふ くむ太平洋
一

円 に 市 場を開 発 して，大

陸中継の 不 便な キ ャ フ タ 貿易 に よ る経済的打撃を打 開し よ うと苦慮し て い た 。

工藤平助の 『赤蝦夷風説考』，林子平の 『三 国通覧図説』 （三 国とは ，朝鮮 ・琉

球 ・蝦夷），『海国兵談』，桂川甫周 の 『魯西亜 志』な どの諸書が 18世紀末に 相

つ い で 上 梓された の は 当時の 日本の危機感が背景とな っ て い る こ とは い うまで

もな い
。 と りわけ ，

n シ ヤ に 対す る北 門 の 急は， こ こ に す ぐれた測地家の 登場

を要請す る 必要に 迫 られ ，幕府は 蝦夷地 の 検 分を当時弱冠 23才 の 天文方の 高橋

景保に命 じた 。 景保は 泰西 の 文献や地図を 調べ て み て 樺太が 中国大陸 と陸続 き

か どうか 依然 と して 不 明 で あ る こ とを強く意識 した 。 林子平や 近藤重蔵 の 地図

に は ，カ ラ フ ト半島の 北方に 別 の サ ガ リ ン 島が描か れ て い て ，近 藤 重 蔵は ，

「蛮国 ニ ア モ ル （ア ム ール ） ノ 川 口 ＝ サ ガ リ ソ 島 ア リ 。 或人 云， サ ガ リ ン ハ

ヵ ラ フ ト地 ノ 内 ノ 小名 ナ ル ベ シ ト。 以守重 （重蔵）考之 ＝ ，此 説非也 ，サ ガ リ ン

ハ 自ラ別島也 。 」
OS と書 い て い る 。 （傍線 ・注は 筆者）高 橋 景 保 は ，文化 5年

（1808） の 春，樺太探検を幕府に 申請し，幕命に よ り聞宮林蔵 と松 田 伝十郎の

両名が 実施す る こ とに な っ た G 幕府 は ，天明 5年 （1785）に大石 逸平を ， 寛政

2 年 （1790）に 最上徳内を南千島，樺太 へ 派遣 し， さ らに享和元年 （1801）に

中村小市郎と高橋次太夫を樺太へ 派遣 して い るが
， や は り根本的解決に は 至 っ

て い な か っ た 。 林蔵 の
一

行 は ，交化 5年 4月 に ア ．イ ヌ 土人の独木舟で シ ラ ヌ シ

を 出発 し て 東岸の 北知床岬まで 進み ，陸路西岸 の ク シ ュ ン ナ イ に 行き 6 月に ノ

テ トで 松田伝十郎 の
一

行 に 会っ て い る 。 彼 らは北緯51度50分の ナ ツ コ まで進み ，

は じめ て サ ガ リ ソ と樺太 とが同一
の 島であ るとい う予想を立 て る こ とが で きた 。

翌文化 6年 1 月 ， 林蔵は 単身で ト ソ ナ イを 出発 し， ク ル ーゼ ソ シ ＝テ ル ソ も未

踏の 100 マ イ ル の 沿岸を測量 しつ つ ，つ い に 水道の 北端ナ ＝ ヲ ーに 達 し ， は じ

め て地峡で は な くて海峡で ある こ とを確認 した 。 林蔵は ， さ らに対岸の 中国大

陸に 渡 り ， 黒竜江 下流の 山範地域を 踏査 し， 有名な 『東韃地方紀行』 （文化 8

年）な らび に 『北蝦夷図説』（安政 4年初刊）の 名著を後世 に 伝えた の で ある 。

こ の 間 の 詳細 は
， 洞富雄博 士 の 『樺太史研究』 （改訂新版 『北方領土 の 歴 史と
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将来』新樹社 ・昭和 48）お よ び 『間宮林蔵』 （人物叢書） を参照 し て い た だ き

た い
。

〔む　す　び〕

　以上，きわ め て概略で はあるが，ポ レ ヴ ォ
ー

イ の 論 旨を紹介 しつ つ
， 筆者 と

して の 間宮林蔵の再評価 を行な っ た つ も り で あ る 。 しか し，間宮海峡発見 の 歴

史的背景を考え る ときに ， 深 い 国際環境が介在 して い る の で あ り ， 単 な る英雄

の P マ ソ で は な い こ とが理 解される で あろ う。 問題は
，

一日本人の 壮挙に ある

の で は な く，19世紀 に お け る世界史 の 変遷 に つ らな る重要な プ ロ セ ス と して と

らえなけれ ばな らな い と考える 。 鳥居竜蔵博士 は ， 名著 『人 類学及 人種学上 よ

り見た る北東亜 細亜 』 （岡書院 ・ 大正 13） の 巻末 に 1854〜1855 年 に 行なわ れた

∬eono 肋 双 HBaHoBHq　LLIpeHKと Pngap皿 Kap” oBug 　IV！aaK の ア ム ール 河流域

の 大探検 の 際 に
， 彼 らが 間宮林蔵 の 書 い た テ キ ス ト （露西亜 帝国地理 学協会誌

に 訳載 され た ジ ーボ ル トの 紹介）を用 い た こ とを指摘 し て い る 。
こ の こ と に よ

っ て も明白なよ うに ， 学術研究の 発展は ， 相互 の 正 しい 評 価 と認識に 立脚 し て

は じめ て 可 能 な の で あ り，個人 の 実績を狭小な ナ シ ョ ナ リ ズ ム に よ っ て否定す

べ きもの では な い よ うに筆者は思 う次第 である 。

輪

注（1） 本 稿は ，昭 和46年10月29 日，1971年度 日本 ロ シ ヤ 文学会 研究発表会 （於早稲 田大

　　学） で 報告 し た 内容 を補訂 し た もの で あ る。

　（2） BopHc 　HeTpoB 斟 noneBoVl の 主 な 業績 は，つ ぎの 通 り で ある。3a6b【Tbie 　cBe −

　　AeHvlfi　cnyTHHKoB 　B．n．1
’
lofipKoBa　o 　CaxaJIHHe　（1644− 1645　rr ．）　《M3BecTufl

　　BFO 》 Bbln．6．1958．； nepBb匡e　coo6u エeHHH 　cH6npcKHx 　Ka3aKoB 　o 　日rloHHax

　　 （1652− 1653　rr ・）　《Bofipocbl　xcTopvaH 》　♪色　12，　1958・；　nepBooTKpblBaTenn

　　CaxaπHHa ・　正｛）H（Ho −CaxaπHHcK ・　1959・；　KyP6aT 　HBaHoB − HepBbl 飩　KapTorpa φ

　　JleHbi
，　Ba 前Ka ”a　H 　OxoTcKoro 　no6epe ｝KbE 　（1640

−−1645　rr．）　《レ
’13BecTMfl　BrO 》

　　Bbln，工，1960，；HoBoe 　o　r．　H ．HeBe 諺 bcKoM ．《AH 　CCCP ．　FOCCCP ．　rryTeuHecT−

　　BMfi 　M 　reorpacpHqecKHe 　oTI〈pbTTHH　B　XV − XIX 　BB 》 M ．一∬，，1965．；H3　HcTopMH

　　oTKpbrTHfi 　 ceBepo ・3aHa 諏Ho 勇　qacTH 　AMepm 〈K ．　《OT 　AJIAcKH　双o 　OrHeHHo 貢

　　3eM 朋 ．》 M ．
， 196Z な お ．ポ レ ヴ t 一イ の 父 ，地質学者 で 鉱山技師の 　1

’
leTP　 KrHa −

　 TheBMq ” ofieBoti （1873− 1938） は ， ザ ハリ ン の 石油 ・石 炭 の 開 発 に貢献 した 人物

　　で ．1918 年 3 月 に は，北 海道 の 美唄，夕 張 炭 坑 ，九州 の 三 池炭坑 を 視察 し て 助言 を

　　与え て い る 。 ポ レ ヴ ォ　一一イ が，サ ハ リン の歴史 に 興味を持 っ た 契機 の ひ と つ とし て

　　父 の 影響を考える こ と が で きる 。 詳細 は ， OH　 am6Hn 　 Caxa朋 H 　 Bcefi　 nyuro 葭．

　　《Mcc 冴 eAoBaTenH 　CaxaJ匸HHa 　H　Kyplin；　c60pHMK 　cTaTe 首》　K）＞KHocaxannHcK ，

　　1961
， CTP ．81− 107．を表照。
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  　日本 の 地名辞典や百科事典 の 記述 に も混乱が見られ る。間宮海峡が存在 し な い限

　 り，タ タール 海峡そ の もの が 成立 し ない こ とは 確か だ が，すで に 現 在 で は ，ネ ヴ ェ

　 リス コ イ海峡 と，そ れ を 包括 して サ ハ リ ン 西岸南部に お よぶ タ タ
ール 海峡 と は 別箇

　 の 地名 とし て 掲示 され て い る 。
ATnac 　CaxarmHcKort　o6naCTIi ．　M ．

，
1967．参照。

（’t）洞富雄 『間宮林蔵』（人物叢書44・吉川弘文館 ・
昭和35） 1 頁 。

  　間宮海峡 の 発見年は ， 正確に い えば ， 間宮林蔵 と松田伝十郎の 第
一

回探検 の 文化 5

　 年 ，すなわ ち1808年で は なくて ，第二 回 探検 の 1809年 で あ る 。 しか し ，第
一

回探検

　 の 際 に 北緯 51度50分の ラ ッ カ まで 北進 して ，「か らふ と離島に 相違ある 間敷」 と最初

　 に推測 した の は 松 田伝十 郎 で ある 。 伝十 郎は，100 マ イ ル に わ た る海峡を 踏査 して い

　 ない の で ，や は り事実上 の 発見者は 間宮林蔵で あ り，発見年次は 1809年 とすべ きで

　 あ る。洞 ，前掲書，2 〜3頁 。 また ，ジ ーボ ル トは，聞宮林蔵 に っ い て 「5 月 7 日

　 〔1826年 旧 4 月 9 日〕夜，中津揆来訪。贈物 とし て 鷹狩 の 道 具 を うけ る 。 天 文学者 グ

　 Pt ビ ウ ス こ と．高橋作左衛門が 蝦夷
・
樺太 の すぼ ら し い 地図を私に 見せ た 。 サ ソ ガ

　 ル 海峡 （Sangar）を 津軽海峡 （Tsugar ）と呼ん で い る 。 樺太 とア ム ール 河の 河 口 の

　 間は 間宮の 瀬戸 （Mamijanosete ） とい う。 私は 彼 （グ n ビ ウ ス ）を通 じ，こ の 群島

　 に っ い て の 地理学的著f乍，すなわ ち山丹 （Santang） 旅行に 関す る E本人，間宮林

　 蔵 の 日記 ・カ ラ フ トの 記述を もら う約束をとりか わ す。天文方 の 多 く の 人 た ち が今

　 日公 式 に 訪問 す る。」 と書 き とめ て い る。ジ ーボ ル ド著 ・斉藤 信訳 『江 戸参府紀行』

　　（東洋文庫87　・平凡社 ・昭 和42）218 頁。な お ，ジ ーボ ル トの 露訳本 は，3H60nbA ，

　Φ，rIyTe田 ecTBHe 　no 　finoHMH・　Han 　onHcaHHe 　fllloHcKoM 　HMneplix 　B　OPH3vlgecl〈oM ．

　 reorpa Φ四 ecKoM 　 la　 HcTopmecKoM 　oTHollleH レlfix，　Aono ・qHeHHoe 　 cBeAeHI4AMH 　 u

　 H3BecTHAMH ｝13　 KeM  epa ，ΦHmepa ，皿eφa，田 aphBya ，　 rp ・rQreHAopHa ，

　1〈py3eHLuTepHa，　TyH6epra，　Ti｛TcHHra ，　BepeHMyca　H　Ap ・rlep．　 B．　M ．　CTpoeBa．

　Cfi6．，　A ．　A ．tlmollJap，1854．3TT ．（早大図書館蔵） が あ る 。ポ レ ヴ ォ　一一イ は ，本

　餮 に つ い て は ふ れ て い ない 。

（6）　K ◎3blpeBa ，　P．　B ，刀〔peBHethluee　 npom ．loe 　 CaxarmHa．　 IO）KHo −Caxa．nPIHcl〈，196 ．；

　JLpeBHHil　CaxanPIH．　JI．，1967．

（7）　瓢 理双AeH 双oP Φ，　A ．Φ．1
’
lyTe田 ecTBHe 　Ha 　ceBep 　H　BocToK 　CH6Hp ｝L　y ．1，0T 双．1，

　 crl6．，186  ．

（8）　noJ匸eBo 氤 皿oxoAHn 　JH 　HBaH　MocKBMTHH 皿o 　YcTbff　 AMypa 〜 《MaTepliaflbi

　oT 双eJIeHHH 　 xcTopH ！I　 reorpa ΦHqecKHx 　 3HaHH 且 rOGCCP ．》　Bbln．1
，
　 JI．， 1962．

（9）　rlo∬eBo 益・HoBhlil　AoKyMeHT 　o　HepBoM 　pYccKoM ロoxoAe 　Ha 　THxH匪　oKeaH ．

　《Tpynbl　 ToMcKoro 　 o6nacTHoro 　 KpaeBe 皿 qecKoro 　 My3eH ．》　T，　VI ，
　 BbM ．2、1963．

  　LエrA 丑A （UeHTpa詆bHb 頃 rocy ∬apcTBeHHb 磁 apxHB 　npeBHHx 　aKToB ．ΦoHA

　只KyTci 〈eti　 npHKa3Ho 勇　H36bl ・On・1。　cTp ．43．

（11＞　urAjlA．　TaM−｝Ke ・

  　Kye （Ky荊） は ，　 Kuye ・Kui ・Koe と も発音 さ れ，庫葉
・
庫負 ・庫野 ・苦夷

・
苦

　兀 などの 文字で 明代以 畿 の 中国の 文献 に 記録され て い る。い ず れ もギ リ ヤ ーク 語 に

　由来す る とい わ れ．ア イ ヌ 人 の こ と で あ る。唐代 に は ， ア イ ヌ は カ ラ フ ト島の 北部
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　 だ け で な く，海を渡 っ て ア ム ール 河 口 に も居住 して い た と 考え ら れ る 。 洞富雄 『樺

　 太 史 研 究
一

唐太 と山 丹』 （新樹社 ・昭和31） 81〜82 頁。西 鶴定嘉 『樺太史 の 栞 』

　　（樺太叢書 6 ・樺太 庁 ・昭 和 16） 13頁。

  　肋 ｝KeM は ．　Sisam ，ギ リ ヤ ーク 語 で 日本人の 呼称と考え られ る 。 『吉林通志』 （清

　 代） に は ，「西 山 国」 と見え，日本国の 呼称で あ っ た 。吉田東伍著 r増補大 日本地名

　 辞書』（冨山房 ・昭 和45）第 8巻，409頁。

  　皿onrHx ，　B ．0．∂TH 四 eK 匿曲 cocTaB ？I　pacceπ eHHe 　HaponoB 　AMypa 　B 　XVII 　B．

　 no 　PYccKHM　xcToyHHKaM ・《AH 　CCCP ・C60pHHK　cTaTe 黄 ロo　HcTopplH ∬anbHePo

　 BOCTOKa ．》M ．
，
1958．

  　PeMe30B に 関す る 詳細 な研 究 は ，　 ro」lbneH6epr ，　 JI．A．Cer　 eH　 y 抽 照 oBHq

　 peMe30B ；Cn6MpcK ？iti　KapTorpa Φ Hreorpa Φ．　 M ．，1965 　を参照 。 　ポ レ ヴ t 一イ

　 は ．《Cny 冫Ke6Hafi 　qepTe 冫KHafi　I（HHra 》（1702〜1730）収録 の 1667 年 の シ ベ リ ヤ 地

　 図 を 引用 して い る。しか し，ATnac　reorpa ΦkqecKHx 　 oTKpHTvln 　 B　Cpl6HpH　 H 　 B

　 ceBepo −3ana皿Ho 営 AMepHKe ，　XVII − XVIII　B．　B．；Hon 　peA ．　 A ．B ．　EφH 団08a ，　M ．

　 1964．所収 の 第28図 《qepTe ｝K　CH6HpH，1667　r．》（TaK 　Ha3blBaeM 顧 rO 皿yHO ・
　　　　 v

　 BCKMPi ） に は ，　AMyp，　BocToK の 地 名は 見えて も，サ ・・リ ン 島 と海峡が 示 され て

　 い る と判断す る こ とは 不可能 で あ る。

  Witsen，　N ．　C．　Noord　en 　Oost　Tartaryen．　 Amsterdam ，1705 ； Golder ，　 F ．A ．，

　 Russian 　Expansien 　on 　the　Pacific，1641− 1850，　Cleveland，1914．（Reprint 　 ed ．：

　 Gloucester，　Mass．，　Peter　S皿 ith，1960．）pp．257− 258．ウ ィ ト ゼ ン の 地図 セこ は ，

　 ア ム ール 河 口 に 面 し て 大 きな Amoerse 　Eylandt （ア ム ール 島）が 描か れ ，そ の 北

　側 に は ，小 さい Stolpka　Memcoy （Golder に よれば，　 Stone　Column ） とい う別 の

　島 が示 され て い る 。 ポ レ ヴ ォ
ーイ は ，ア ム ール 島は ，す な わ ち サ ハ リン 島 で あ る と

　 し て い るが 、ウ ィ トゼ ン の 1679年の 地図 （C．M ．HoBaKoBcK雌 ．　HnoHHH　H　Pocc齟 ．

　 q ・1・ToKHo ，
1918，　cTp ・41） で は ，蝦夷大陸 （Terre　de　Jedso）全体 が 半島 の 形

　 で 示 され て い て ，ア ム ール 河 口 に わ ず か に 上記 の 2島が描か れ ，少 なくと も ロ シ ヤ

　人 の
．
清報 に よ っ て サ ハリ ン 島 が 描か れ た 証拠 は 認め られ な い 。な お，ウ ィ ト ゼ ン の

　前掲書 は．文化 6 年 （1809） に ．馬場佐十郎 （貞由） ｝こ よ っ て 訳 され た 『東北 韃靼

　諸国図誌野作雑記訳説』 として 知 られ て い る。洞，前掲書．144頁 。 大槻如電原著 ・

　佐藤栄 七 増訂 『日本洋学編年史』（錦正社 ・昭和40）343頁。

  　白島庫吉 「唐時代 の 樺太島 に 就 い て」 12．流鬼 国 名義 の 事。 （歴 史地理 ・IO巻 4

　号）。 洞 ，前掲書．81頁 。 吉田，前掲書，411頁。

  　北海道総務部行政資料室編 『樺太基本年表』（昭和46）10頁。寛永 12年 の 島め ぐり

　は．本書に よれ ば ，村上掃部左衛門 とな っ て い る 。西 鶴，前掲書，24 頁。洞，前 掲

　書17頁 。

  　『樺太基本年表』 10．16頁。西 鵄，前掲書，24n−25頁。洞，前掲書，22頁 。 元禄絵

　図 に 示 され た 地 名の 詳細 は ．吉 田，前掲書，407頁 「唐人島」 の 項を参照 。

  　Reize 　 van 　 Maarten 　Gerritsz　de　Vries 　in　 1643 聰 ar 　he亡 noorden 　 en 　 costen

　van 　Japan・volgens 　het “Journaal　gehouden 　door　C ．J．　Coen 　op 　het　schip
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“Castricum”Amsterdam ，1858．銅 板 彩色 ・50．5 × 60　cm ．市立 函館図書館蔵。

  　吉 田，前掲書，412頁 「薩唸蓮島」 の 項を参照。ロ シ ヤ 人は ，1689年の 清国 との ネ

　ル チ ソ ス ク 条 約 ？t よ っ て ，黒龍江 方 面 へ の 進 出 を阻 止 さ れ．通 商 植 民 政 策の 方向を

　 カ ム チ ャ ヅ カ 開発 に 転 じ た 。
ロ シ ヤ 人 は ，サ ハリ ン 探検か ら ク リール （千島） 列 島

　探検に 進出す る こ とに よっ て さ らに 広汎 な北太 平洋，オ ホ ーツ ク 海制圧 を め ざ し て

　 拍 車 をか け た 。高野 明 『日本 と ロ シ ア ー 両 国交渉 の 源流 』 （紀伊 国屋新書 B − 47 ・

　 昭 和46）19 〜 20頁。

勧　洞，前掲書．24〜25頁。松本賢
一
編 『欧洲古版日本地図集』（十一組 出版部

・
昭和

　 18）　65〜67頁。

  　　fio刀eBoth・KHcTep 臼H　oTKpblTH 兄 TaTapcKoro　nponHBa ．　cTpr　73，

  　ATJIac　reorpaOPuuecKHx 　oTKpHTvan 　B　CH6npH　H　B　ceBepo ・3afiaAHoR 　AMepMKe

　XVII − XVIII　B ．B・，　KapTa 施 72．

  　洞，前掲書，36〜40頁。高野，前掲書，155〜163頁。

  　羽仁 五 郎訳注 『ク ル ーゼ ン シ ュ テ ル ン 日本紀行』 下巻 （異国叢書 ・駿 南社 ・昭和

　 6 ）66〜107頁。

鋤 nofieBo盈，　TaM −me ，　 cTp ．75．ポ レ ヴ ォ
ーイは ， あ ま り知られ て い な い ロ シ ヤの

　1790年代 の 瓢 aHTe ゆ e価 の 地 図 （刊行は 1806〜1807年） に は ， 《OcTpoB 　qoKa

　湖 HCaraaHeH 》，《TaTaPCK 曲 pyKaB》 が 描力・れ て い る との べ てい る 。

鰺　近藤重蔵 『辺要分界図考』巻之二 （近藤正斉全集 ・国書刊行会 ・明治38） 第
一

所

　収 ， 10頁 。 重蔵 の 「今所考定分界之図」 は 1804年 の もの で あ る 。 また ， 林子平の 蝦

　夷図 は ，1785年の 作図 で 『三 国通 覧 函説』 所収。
・　 鳥居龍蔵 「間宮林蔵氏と樺太及 び東韃地方との 関係 に就 て 」 （人類学及人種学上 よ

　り見た る北東亜細亜 ・岡書院 ・大 正 13）475− 501　R 参照 。 リチ ャ ル ド ・マ ーク の 探

　検 に っ い て は ， 季刊 rユ ーラ シ ア 』 （新時代社
・
昭47）第 5 号以下所収 「ア ム ール 河

　流域民族誌」 を 参照 。
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